
自
社
へ
の
理
解
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社
員
と
し
て
の
責
任
感

知
識
・
経
験
の
蓄
積

社
会
人
と
し
て
の「
常
識
」や「
振
る
舞
い
」

09

京
商
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の「
新
入
社
員
研
修
」

新
入
社
員
が「
一
人
前
」に
な
る
た
め
に

育
成
に
効
果
的
な
O
F
F-
J
T（
研
修
）

「
一
人
前
」に
な
る
た
め
に
必
要
な
要
素

社会人の基礎が
身に付く多彩なメニュー

他社社員
との交流

成長のプロセス
（経験学習サイクル）

フォローアップが
充実

　年
が
改
ま
り
、4
月
に
多
く
の
企
業
が
新
入
社
員
を

迎
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。昨
年
迎
え
入
れ
た
方
々
は
期
待

通
り
成
長
し
、事
業
を
支
え
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
か
？

経
営
者
は
誰
も
が
、新
入
社
員
に
一
刻
も
早
く
一
人
前
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。「
一
人
前
」に
な
る
た
め

に
必
要
な
要
素
を
整
理
し
ま
し
た
。

　経
験
が
成
長
を
後
押
し
す
る
新
入
社
員
に
は
、入
社
後

の
早
い
時
期
に
研
修
を
受
講
さ
せ
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　研
修（
O
F
F-

J
T
）に
よ
っ
て
、体
系
的
か
つ
均
一

な
教
育
が
施
せ
ま
す
。O
J
T
と
あ
わ
せ
て
展
開
し
、

社
員
の
成
長
を
加
速
し
ま
し
ょ
う
。

京都商工会議所
会員部 研修事業課
l 075-341-9762

新
入
社
員
の
成
長
支
援
と「
京
商
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
」

特
集
2

経
営
者
の
た
め
の
人
材
育
成
通
信

特
徴
１

特
徴
2

特
徴
3

４月の基礎研修に加え、入社１カ月、３カ月、６カ月、
12カ月の時期にフォローアップコースをご用意

（ ）

 詳細はこちらから

京商ビジネススクール
新入社員研修

「
現
場
で
活
き
る
内
容
」「
低
廉
な
価
格
設
定
」

「
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
重
視
の
多
彩
な
研
修
」

17
コ
ー
ス
が
4
月
4
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

vol.2

電話応対や文書作成等、
大学では教わらない実用的な内容を
学ぶことができた。
明日からの仕事に活かしたい。
電話・ビジネスマナーコース、
ビジネス文書・ｅメールコース／受講者

堀場副会頭の講演が印象的だった。
20代のうちにさまざまな疑問を持つこ
とで、いずれ問題解決力のある人間に
成長できると勇気づけられた。

（京の企業合同入社式／受講者）

社内に同期がいないので、
他社社員との交流も期待して
参加させています。

（フォローアップコース／人事担当者）

08

基
礎
研
修

４
月

5
月

7
月

10
月

3
月

１
カ
月

３
カ
月

６
カ
月

12
カ
月

ブレインストーミング

ディスカッション

職場でどう生かせるか考える

成功や失敗
の経験から
何を学んだか

経 験

振返り実 践

概念化

文書作成 パソコンスキル

名刺交換
ビジネスマナー

コミュニケーション

電話応対
言葉遣い

仕事の基本コース
● ビジネスパーソンとしての心構えを身に付ける
● 社会人として守るべきルール
● 知っておくべきビジネスマナーの基本
● 職場で必要なコミュニケーション
● プロとしての仕事の進め方

ビジネス文書・ｅメールコース
● 文章作成能力が、なぜ必要なのか
● 論理的な文章力が、なぜ必要なのか

電話・ビジネスマナーコース
● ビジネスコミュニケーションの基本
● 言葉遣いとビジネス話法
● 電話応対を演習で徹底体得

ビジネスパソコンコース
● 【 Word編 】　
● 【 Excel編 】
● 【 応用編 】

コンプライアンス・ITリテラシーコース
●コンプライアンス
●IT技術の活用
●ITリテラシー

★会場は主に
　交通至便な京都経済センター

〈 研修内容の一例 〉

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

新
人
研
修
の
費
用
と
効
果
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